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ルネサンス美術における「個人の可視化」をめぐる研究序説
Introduction to research on the visualization of personality in the Renaissance Art





































































































































































































































































８．Frühe Italienische Druckgraphik１４６０―１５３０, Bestandkatalog der Graphischen Sammlung der ETH Zü-
rich, bearbeitet von Michael Matile, Basel１９９８, p.１４８.
９．《ルクレティアに扮した婦人の肖像》１５３３年頃、油彩・カンヴァス、９５×１１０cm、ロンドン、ナショナ
ルギャラリー所蔵。
１０．オウィディウス『祭暦』２：７２５―、リウィウス『ローマ建国史』１：５７―。
１１．作者不詳《クリストファー・ハットン卿の肖像》、１５８９年頃、油彩・板、７９×６４cm、ロンドン、ナショ
ナル・ポートレート・ギャラリー所蔵。
１２．吉澤京子、「パオロ・ジョーヴィオのコモの『Museo』」 鹿島美術研究年報第１５号別冊、１９９８年、p.２９０
～２９７。
１３．「国家の船」を含む葬列の全容については以下を参照。『印刷革命がはじまった』展カタログ、２００５年、
印刷博物館、No.６７、p.１５６～１５９。
１４．フランソワ・マロ《ライスウェイク条約がもたらした成果》、１７０２年、油彩・カンヴァス、１５２×１９６cm、
トゥール美術館所蔵。
―４２―
ュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈文化と文学〉／０３５‐０４２　論文　吉澤　　　　　　Ｅ
